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鱈　文　内　容　の　要　旨

　目的

　直腸癌の手術術式は，正確な術前進行度，特にリン

パ節転移診断に基づき選択されることが理想的であ

る．しかし2群以上の遠隔リンパ節，すなわち上方向

リンパ節（下腸間膜リンパ節，傍大動脈リンパ節）お

よび側方リンパ節（中直腸動脈根．リンパ節，閉鎖リン

パ節・内腸骨リンパ節）転移の術前診断は各種画像診

断を用いても位置同定すら不確実で極めて困難とされ

てきた．著者は従来体表用として用いられていた7．5

MHzの高解像度探触子を，腹部超音波検査に応用し，

上方向リンパ節および側：方リンパ節における直腸癌リ

ンパ節転移診断の可能性と限界を検討した．

　対象と方法

　対象は術前に超音波検査を施行した直腸癌130例で

ある．全対象例につき上方向リンパ節および側方リン

パ節転移診断を検討した．このうち25例に術中超音波

検査を施行し，リンパ節部位の同定を行った．なお，

画像上3mm以上の低エコーを示す類円形の超音波像

をリンパ節転移陽性と診断し，手術的の肉眼的所見お

よび病理学的所見と対比しその診断率を求めた．

　結果

　1．上方向リンパ節

　下腸間膜リンパ節の転移診断はsensitivity：75％，

specificity：93．3％であった．および傍大動脈リンパ

節の転移診断はsensitivity：100％，　speci且city：

100％であった．

　2．側方リンパ節

　1）中直腸動脈根リンパ節：同リンパ節は術中超音

波検査の検討により内外腸骨動脈分岐から平均2cm

の内腸骨動脈内側に存在することが分かった．リンパ

節転移診断率はsensitivity：75％，　speci丘city：

99．2％であった．

　2）閉鎖リンパ節・内腸骨リンパ節：同リンパ節は超

音波画像上，内外腸骨動静脈分岐部で閉鎖神経周囲に

存在する．閉鎖リンパ節と内腸骨リンパ節の判別は困

難だったが両リンパ節を一括すると診断率はsensitiv－

ity：67％，　speci且city：99．2％であった．

　考察および結論

　直腸癌の上方向リンパ節転移診断特に下腸問膜リ

ンパ節に関してはCT，　MRI等での診断は極めて困難

であるが，本法により容易に診断可能となり，術式決

定上大きな情報を提供できるようになった．

　一方側方リンパ節転移診断に関しては超音波診断で

はリンパ節部位の同定すら不可能と考えられており，

教室の板橋によるMRI骨盤矢状断像の有用性が報告

されているにすぎない．しかしMRIを全症例に行う

には限界があり，より簡便な方法である超音波検査に

より遜色ない正診率が得られたことは意義あることと

考える．
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論　文　審　査　の　要　旨

　直腸癌の遠隔リンパ節転移診断，特に下腸間膜リンパ節転移診断は従来の画像診断では極めて困難であり，

また側方の内腸骨リンパ節，閉鎖リンパ節に関してはMRIでの有用性が報告されているに過ぎない．

本論文は7．5MHzの高解像度探触子を腹部超音波検査に導入することにより，従来超音波検査では不可能と

されていた同部位のリンパ節転移診断に高い診断率を得たもので学術上，臨床上価値ある論文である．
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